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【背景】 
閾値下うつは，抑うつ症状を有するがうつ病の診断基準を満たさない状態である。閾値下うつ

を有する割合は，10 代中頃をピークにその後減少するが，うつ病の有病率は 10 代中頃から 20
代中頃にかけて増加することが報告されている。すなわち，思春期後期は閾値下うつからうつ病

への臨界期で，うつ病発症リスクの高まる時期と考えられる。これまでの研究では，思春期から

成人期にかけて数年単位の抑うつ症状の変化を評価した報告は散見されるが，より詳細に抑うつ

症状の推移やうつ病発症を観察した研究はない。そこで，本研究では思春期後期の大学生を対象

に，1年間の抑うつ症状の推移を詳細に観察し，閾値下うつがうつ病発症のリスクとなるかにつ
いて検討することを目的とした。 
【方法】 
対象は 18 歳から 19 歳の新入大学生である。入学前の健康診断で自記式うつ症状重症度尺度

である Beck Depression Inventory 2nd edition（BDI-II）を実施し，その BDI-IIの得点によっ
て 18歳から 19歳の新入大学生を抑うつ症状低群（BDI-II≦10，n = 1918），抑うつ症状中群（11
≦BDI-II≦17，n = 276），抑うつ症状高群（BDI-II≧18，n = 87）の 3群に分類した。抑うつ
症状低群と中群からはランダムに対象を抽出し，抑うつ症状高群ではすべての者に連絡をとり，

研究説明を実施した。研究説明会で研究参加の同意を得られた者に対して構造化面接

（Composite International Diagnostic Interview：CIDI）を実施し，過去 1年に大うつ病エピ
ソードに当てはまる者を除外した。そして，抑うつ症状低群（n = 66），抑うつ症状中群（n = 56），
抑うつ症状高群（n = 54）の 3群に対して，2ヶ月ごとに抑うつ症状を評価するため BDI-IIを
実施し，12ヶ月後には BDI-IIの評価と CIDIによって大うつ病エピソードの有無を評価した。 
	 3群の BDI-II得点の経時的な変化は線形混合モデルを用いて解析した。また，個人の BDI-II
得点がどのように変化するかを検討するために成長混合分布モデルを用いた。12 ヶ月間での大
うつ病エピソードの有無について 3 群での差を検討するためにフィッシャー検定を用いて群間
比較を行った。 
	 本研究は広島大学倫理委員会にて承認を受けた研究計画に従い，すべての対象に対して研究内

容について十分な説明を行い文書にて同意を得た。 
【結果】 
	 線形混合モデルを用いて 3群の BDI-II得点の推移を検討した結果，3群で有意な交互作用は
なく，群の主効果のみが有意であった。多重比較の結果から，3 群間で BDI-II 得点に有意差が
認められた。成長混合分布モデルを用いて個人の BDI-II 得点の推移を検討した結果，3 つのク
ラスが算出された（抑うつ症状不変クラス，抑うつ症状軽減クラス，抑うつ症状増悪クラス）。

抑うつ症状不変クラスでは抑うつ症状に有意な変化はなく，このクラスは抑うつ症状低群の 63
名と抑うつ症状中群の 2名が含まれた。抑うつ症状軽減クラスでは抑うつ症状が有意に減少し，
このクラスは抑うつ症状低群の 3 名，抑うつ症状中群の 49 名，および抑うつ症状高群の 29 名
が含まれた。 抑うつ症状増悪クラスでは抑うつ症状が有意に増加し，このクラスは抑うつ症状
中群の 4 名，抑うつ症状高群の 22 名が含まれた。CIDI を用いて大うつ病エピソード発症の有



無について検討した結果，抑うつ症状高群の 3 名にのみ大うつ病エピソードの発症を有意に認
めた。 
【考察】 
	 本研究の結果から，入学時に閾値下うつを有する（抑うつ症状高群）思春期後期の大学生は，

1 年間を通して抑うつ症状が増悪する者と軽減する者に分かれることが明らかになった一方で，
抑うつ症状低群と中群に含まれる多くの者は，1年間を通して抑うつ症状が軽減または低いまま
であった。また，閾値下うつを有する思春期後期の大学生の中には，うつ病の発症まで進展して

いく可能性が示唆された。したがって，閾値下うつの変化については，経時的に評価する必要が

あり，リスクを伴う者への早期介入の必要性が示唆された。本研究の結果は，1年間を通して閾
値下うつの経時的推移とうつ病発症リスクについて明らかにしたものであり，思春期後期の閾値

下うつからうつ病への発症過程を理解する上で重要な知見と考えられた。 
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